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青少年問題の悩みなどお気軽に
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近
鉄
以
西
の
都
市
災
害
に
対
応

近
鉄
以
西
の
西
宇
治
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
待
望
の
宇
治
市
消
防
署
西
小
倉

消
防
分
署
が
完
成
。
四
月
二
十
六
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
西
小
倉

地
域
で
は
こ
れ
ま
で
、
火
災
や
交
通
事
故
の
発
生
時
、
宇
治
市
消
防
本
署
や
西

宇
治
消
防
分
署
か
ら
消
防
車
や
救
急
車
が
出
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
朝
夕
の
ラ

ッ
シ
ュ
時
に
近
鉄
京
都
線
の
踏
切
し
や
断
で
、
現
場
到
着
が
遅
れ
る
な
ど
消
防

・
救
急
活
動
に
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
新
分
署
の
開
設
に
よ
っ
て
西
宇
治
地
域

の
防
災
活
動
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
常
防
災
活
動
を
改
善

鉄
以
西
に
は
消
防
署
が
な
く
、
西

小
倉
地
域
の
家
屋
の
密
集
状
況
や

道
路
事
情
な
芦
ぷ
ら
、
昭
和
五
十

▲開設した西小倉消防分署（右は訓練棟）

三
年
に
消
防
分
署
の
設
置
が
請
願

さ
れ
る
な
ぺ
消
防
・
救
急
活
動

の
充
実
を
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た

も
の
で
す
。

西
小
倉
消
防
分
署
の
開
設
に
よ

っ
て
近
鉄
以
西
の
火
災
で
も
、
消

防
車
が
近
鉄
踏
切
を
渡
ら
ず
に
現

場
へ
行
け
る
ぶ
つ
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
近
鉄
踏
切
に
よ
る
し

や
断
時
間
や
国
道
2
4
号
線
の
混
雑

な
ど
に
よ
る
影
響
が
解
消
さ
れ
る

こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

西
小
倉
消
防
分
署
は
、
西
小
倉

中
学
校
に
隣
接
す
る
伊
勢
田
町
遊

田
の
敷
地
約
二
千
二
十
八
平
方
む

に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二

階
建
で
三
百
二
十
三
平
方
μ
の
庁

舎
と
鉄
骨
平
家
建
で
ガ
レ
ー
ジ
百

四
十
九
平
方
が
。
庁
舎
裏
に
訓
練

塔
二
基
（
主
塔
高
さ
十
五
以
副

塔
高
后
が
）
か
薪
設
。
救
助
訓

練
や
レ
イ
ン
ジ
″
Ｉ
訓
練
に
活
用

す
る
ほ
か
、
防
火
水
そ
旦
基
も

設
置
し
て
い
ま
す
。
総
建
設
事
業

費
は
、
八
千
九
百
七
十
二
亙
〈
千

所在地

宇治市消防署西小倉消防分署

宇治市伊勢田町遊田10番地の2

電話20－3900

円

業
務
体
制
は
、
分
署
長
以
下
二

十
八
人
の
人
員
と
、
消
防
車
二
台
、

救
急
車
一
台
な
ど
を
配
備
、
近
鉄

‰に

＆
’
ｋ
’

防火相談などお気軽

にお越しください。

以
西
（
大
久
保
地
域
の
近
鉄
以
東

の
一
部
を
含
む
）
冷
曼
け
も
ち
、

都
市
災
害
へ
の
予
防
と
、
消
防
・

救
急
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

51

市
民
図
書
室

改
装
オ
ー
プ
ン

宇
治
市
民
図
書
室
（
宇
治
市
公

民
館
二
階
）
で
は
、
四
月
八
日
か

ら
、
拡
張
整
理
作
業
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
崖
蔑
。
去

る
二
十
日
か
ら
、
広
く
明
る
い
市

民
図
書
室
へ
改
装
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
す
。

昭
和
四
十
年
に
開
設
し
た
市
民

図
書
室
は
、
市
の
人
口
増
加
と
と

も
に
利
用
者
も
増
え
、
手
狭
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
図

書
室
の
事
務
室
部
分
の
二
十
五
・

一
平
方
μ
を
閲
覧
室
な
ど
に
広
げ

亘
（
十
五
平
方
む
の
図
書
室
へ
改

装
し
た
も
の
で
す
。

改
装
に
と
も
な
っ
て
、
「
児
童

書
コ
ー
ナ
ー
」
を
広
げ
、
「
読
み

聞
か
せ
マ
″
ト
」
（
三
十
な
高
の

ソ
フ
ァ
ー
）
を
設
置
。
幼
児
連
れ

の
お
ほ
さ
ん
が
読
み
聞
か
せ
を
し

た
り
、
そ
Ｅ
£
ち
が
自
由
に
座

っ
て
読
書
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を

広
く
明
る
く
便
利
に

児童書コーナーを充実

確
保
し
ま
し
た
。

ま
た
、
障
害
者
へ
の
理
解
か
広

め
る
た
め
、
点
字
図
書
や
福
祉
関

係
図
書
な
ど
の
「
障
害
者
コ
ー
ナ

ー
」
や
「
新
聞
、
雑
誌
コ
ー
ナ
’
‐
‘
」

夕
薪
設
し
た
ほ
か
、
「
郷
土
資
料

写真は新しく設置した「読み聞

かせマット」。子どもたちが自由

に読書ができるスペースができま

した一宇治市民図書室

コ
ー
ナ
ー
」
も
充
実
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
閲
覧
台
を
囲
ん
で
参
考

資
料
を
一
般
書
と
区
別
し
て
整
理

調
査
・
研
究
・
学
習
な
ど
に
便
利

に
な
り
ま
し
た
。

〈
Ｂ
せ
て
、
宇
治
市
公
民
館
二

階
玄
関
ホ
ー
ル
に
、
返
却
ブ
″
ク

ポ
ス
ト
を
設
置
。
利
用
者
の
利
便

を
図
る
な
ぺ
今
回
の
改
装
で
、

ス
ペ
ー
ス
を
最
大
限
に
活
用
し
、

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
牽
向
上
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

西小倉消防分署が完成

春の市民文化祭

おそろいでお越しください

2日（日）

3日（祝）

宇
治
市
公
民
館

宇
治
神
社

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
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徳
川
家
康
が
、
慶
長
八
年
（

一
六
〇
三
）
江
戸
に
幕
府
を
開

い
た
が
、
新
政
権
を
よ
り
強
固

な
基
盤
と
し
て
築
く
た
め
に
、

組
織
の
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。

中
央
に
お
け
る
老
中
、
江
戸
町

奉
行
・
勘
定
奉
行
・
大
目
付
な

ど
の
設
置
や
、
地
方
で
の
京
都

所
司
代
・
大
阪
城
代
あ
る
い
は

各
奉
行
・
郡
代
・
代
官
の
遠
国

奉
行
な
ど
の
設
置
は
、
体
制
固

め
の
一
つ
と
い
え
ぶ
つ
。

京
都
に
お
い
て
も
、
京
都
所

司
代
の
支
配
下
で
、
奉
行
と
代

官
か
兼
務
し
た
代
官
奉
行
が
、

京
都
と
伏
見
に
設
置
さ
れ
、
京

都
で
は
五
味
備
前
守
豊
直
が
、

宇治こころの雷話

電話相談員2期生を募集

吏
侠
見
で
は
小
堀
滋
随
政

一
が
任
ぜ
ら
元
た
。
さ
ら
に
こ

の
下
に
上
方
の
代
官
衆
が
配
ａ

洽
れ
て
い
た
。

こ
シ
し
た
為
政
者
の
動
き
の

中
で
、
宇
治
で
は
、
森
家
と
上

林
家
が
、
宇
治
郷
を
は
じ
の
と

し
て
、
白
川
村
・
小
倉
村
・
高

よ
れ
ば
丹
波
上
林
郷
（
現
綾
部

市
）
の
出
身
で
、
赤
井
六
郎
季

家
を
祖
と
す
る
と
い
う
。
土
ハ

世
紀
初
期
に
は
宇
治
郷
に
来
住

し
、
管
見
す
る
限
り
で
は
、
大

永
四
年
（
一
五
二
四
）
の
茶
園

売
券
が
上
林
家
の
初
見
史
料
で

あ
る
。
す
で
に
こ
の
頃
に
は
茶

書
」
に
よ
っ
て
ラ
か
が
え
る
。

江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、

両
家
に
よ
る
宇
治
支
配
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
「
前
代

記
録
‘
な
ど
の
史
料
に
よ
っ
て

も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
両
家
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
た
宇
治
支

森
家
と
上
林
家

尾
村
（
現
宇
治
田
原
町
）
な
ど

か
支
配
す
る
代
官
と
し
て
任
務

に
着
い
て
い
た
。
森
家
は
宇
治

の
土
豪
で
、
茶
業
を
営
ん
で
お

り
、
「
上
林
家
前
代
記
ぎ
に

Ｉ
れ
ば
、
織
田
信
長
か
ら
三
百

石
の
知
行
が
与
兄
ら
れ
て
い
た

と
い
う
。

一
方
上
林
家
は
、
由
緒
書
に

養成講座の日程と内容

園
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ

る
。
信
長
か
ら
百
五
十
石
、
秀

吉
か
ら
は
三
百
九
十
石
の
知
行

が
＾
＾
＾
；
＾
ａ
れ
て
い
た
。

こ
の
両
家
が
秀
吉
政
権
の
時

以
来
、
年
貢
の
収
納
や
民
政
の

実
務
、
茶
詰
の
任
務
に
な
ｙ
さ

わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
京
都
大

学
に
残
さ
れ
て
い
る
「
上
林
文

配
で
あ
っ
た
が
、
慶
長
の
終
り

頃
（
十
七
世
紀
初
頭
）
に
は
、

森
家
は
史
料
か
ら
姿
を
消
す
。

そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。

た
だ
、
先
の
「
前
代
記
ぎ
に

は
、
茶
に
関
わ
る
手
落
ち
が

あ
っ
た
。
と
記
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
別
の
史
料
に
は
森
家
の

手
代
が
久
世
村
（
現
城
陽
市
）

り・［】 講座内容 溝帥

6／4吻開講式電話相談とボランティア論大阪市立大学教授柴田善守

6／11吻現代社会とｆｌ’神衛生の問題園立療養所松ｉｉ荘院艮西沼啓次

6／18吻現代人と宗教の意義
ノ7トルダム中・高女学院校艮

シスターメリードロレス石崎

6／25ｉ幼児教育と少年非行との閔係余良女子人学助教授高僑史郎

7／2圏ｆどもの人間学

（いｔめ・いしめられを含む）
竜谷大学教授杉本一義

7／9吻Ｉｔ少年心理と発達行動 同，む杜大学教授野辺地正之

7／16ｉヶ一スワーク機，ｓ
（竪校拒否等を含む）

佻山学院大学枚授黒川昭登

7／23ｉ
自殺と危機介入（職業ｆＳ理を含む）

京Ｓｉｋ学カウンセラー教ｎ石井完一郎

7／30倒心身啼害問題とカウンセリング同，＆；杜大学教授住谷磐

8／6吻カウンセリング概論
1ＫＢ，女子大学カウンセラー助教授

寺川幽芳

8／13吻性問題の概論田（基本的性認Ａ）関丙性教育相談所所長黒川義昭

8／18困性問題とカウン－ｔ’ｌン7（2）

（其体的訓列研修）
日本性教育学会常任理嘔今村要道

8／27吻現代家庭構遺と家族関係

（原点としてのｋｍ関ｌ≪）
叩南女子大’■ｔｕｎ宮城宏

9／3ｉ同和教育と差別の本質 八ｌｉ市同和教育室長川内俊彦

9／10ｉ電話相談とロールプレー（実習ｍ練）小林聖心女学院カウンセラー池谷允男

宇
治
市
教
育
委
員
会
で
は
、
青

少
年
の
心
の
健
康
と
豊
か
な
人
間

性
を
は
Ｉ
み
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
あ
孝
す
た
め
二
月
一
日
か

ら
栄
治
こ
こ
ろ
の
電
話
”
（
2

4
局
0
8
0
0
番
）
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

こ
の
電
話
相
談
の
相
談
員
は
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
学
習
を
修
了

し
た
熱
意
あ
る
七
十
二
人
の
ボ
ラ

ン
テ
″
ア
の
み
な
さ
ん
が
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、

電
話
相
談
の
充
実
を
図
る
た
め
、

相
談
員
第
二
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
も
受
話
器
を
に
ぎ
る
一
人

と
し
て
、
豊
か
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

相
談
員
を
希
望
さ
れ
る
人
に
は

六
月
か
ら
開
く
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養

成
講
座
で
四
ヵ
月
間
学
習
を
し
て

い
た
だ
収
ま
予
。
そ
し
て
一
年
間

の
訓
練
か
経
て
電
話
相
談
員
認
定

委
員
会
で
認
定
し
、
相
談
に
あ
た

っ
て
い
た
だ
き
未
了
。

の
百
姓
二
人
か
殺
害
し
、
逃
［
］

し
た
事
実
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
罷
免
さ
れ
た
と
考
兄
ら
れ

る
。そ

れ
は
と
も
か
く
、
森
家
の

没
落
に
よ
っ
て
、
宇
治
地
方
の

天
領
の
支
配
お
よ
び
茶
詰
に

関
す
る
取
り
締
ま
り
は
上
林
家

の
み
と
な
っ
た
。
以
後
、
一
時

期
他
代
官
の
支
配
が
あ
っ
た
も

の
の
、
幕
末
に
至
る
ま
で
上
林

家
が
宇
治
を
支
配
す
る
こ
と
に

な
る
。

（
歴
史
資
料
室
）

〈
養
成
講
座
要
項
〉

▼
と
き
上
〈
月
四
日
か
ら
九
月

十
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
、
午
前

十
時
か
ら
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治

市
公
民
館
▼
資
格
・
：
満
三
十
歳
以

上
六
十
歳
ま
で
の
男
女
▼
定
員
…

四
十
人
▼
参
加
料
…
五
千
円
▼
申

森、上林両家に宛てた

秀吉の朱印状

込
み
・
・
・
青
少
年
対
策
室
に
あ
る
申

込
用
紙
に
記
入
し
、
受
講
の
動

機
を
八
百
字
以
内
に
ま
と
め
た
も

の
添
え
て
五
月
二
十
日
俐
ま
で
に

本
人
が
直
接
、
教
育
委
員
会
青
少

年
対
策
室
ま
で
提
出
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
（
青
少
年
対
策
室
）

5月1日から

単
位
価
格
表
示
を
実
施

ジ
ャ
ム
な
ど
3
9
品
目

消
費
者
が
日
常
生
活
で
購
入
す

る
加
工
食
品
な
ど
三
十
九
品
目
に

つ
い
て
、
単
位
価
格
表
示
基
準
が

単位価格表示品目表

（Ｉ）加工食品

設
定
さ
れ
今
日
か
ら
府
下
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

単
位
価
格
表
示
と
は
、
ジ
ャ
ム

今
年
も
光
化
学
ス
モ
″
グ
の
発
生
し

や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

府
と
市
で
は
、
光
化
学
ス
モ
″
グ
の

発
生
を
事
前
に
キ
ャ
″
チ
し
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
四
月
二
十
四
日
か
ら

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
監
視
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
昨
年
は
六
月
十

九
日
と
八
月
十
日
の
二
回
に
注
意
報
が

発
令
さ
れ
て
ぃ
康
司

光
化
学
ス
モ
″
グ
の
注
意
報
や
警
報

が
発
令
さ
れ
ま
芭
、
学
校
な
ど
の
公

共
施
設
に
タ
レ
幕
を
掲
げ
て
お
知
ら
せ

す
る
ほ
か
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
も
報

道
さ
れ
ま
す
。
目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
と

き
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
外
に
出
な
い

ぶ
っ
に
し
ま
し
ょ
う
。
（
環
境
保
全
課
）

児
童
手
当
制
度
が

一
部
改
正

扱
1
当
の
所
得
制
限
額
が
、

昭
和
ｉ
ｎ
年
6
月
1
日
か
ら
改
正
さ

れ
、
扶
養
親
族
数
叉
の
場
合
、

前
年
分
の
収
入
額
が
三
百
九
十
一

万
円
未
満
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

給
与
所
得
者
の
場
合
、
特
別
給
付

制
度
（
扶
養
親
族
5
人
の
場
合
、

収
入
額
三
百
九
十
一
万
円
以
上
五

百
六
十
万
円
未
満
）
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
に
該
当
す
る
人
は

厚
生
年
金
の
加
入
証
明
の
写
し
等

を
も
っ
て
に
子
馬
愚
柾
係
ま
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

5
月
6
日
か
ら
ポ
リ
オ
生
ワ
ク

チ
ン
の
服
用
が
は
に
歪
り
ま
す
。

小
児
マ
ヒ
か
ら
子
μ
も
を
守
る
た

め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
タ
飲
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

・
日
時
や
会
場
な
ど
に
つ
い
て
は

保
健
予
防
年
間
日
程
表
を
ご
覧
ぐ

だ
さ
い
。
（
保
健
衛
生
課
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ス
）

▼
と
き
・
・
・
5
月
1
1
1
1
日
叫
か
ら
Ｃ
Ｄ

月
4
日
吻
の
毎
週
火
・
金
曜
日
、

午
後
7
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
三

室
戸
小
学
校
▼
対
牢
：
中
学
生
以

上
の
初
心
者
▼
参
加
料
・
・
・
五
百
円

▼
定
員
…
3
0
入

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ス
ｙ

▼
と
き
…
5
月
Ｈ
日
㈹
か
ら
６

（3）生鮮食品

品目名 基準量 計量単位

ばれいしよ 100 グラム

にんじん 100 グラム

たまねぎ 100 グラム

精肉 100 グラム

里いも 100 グラム

かんしよ 100 グラム

月
4
日
溺
の
毎
週
火
・
金
曜
日
、

午
後
7
時
半
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
・
：
南

宇
治
中
学
校
▼
対
象
…
中
学
生
以

上
の
初
心
者
▼
参
加
料
・
・
・
五
百
円

▼
定
員
・
：
3
0
人
▼
申
込
み
…
参
加

料
か
モ
え
て
、
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
ま
刄
（
社
会
教
育
課
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

▼
と
き
・
：
5
月
9
日
面
、
午
前

8
時
半
か
ら
示
雨
決
行
）
▼
集

合
場
所
・
・
・
塔
ノ
島
▼
形
式
…
ポ

イ
ン
ト
Ｏ
Ｌ
▼
ク
ラ
ス
・
：
個
人
、

グ
ル
ー
プ
▼
参
加
料
・
・
・
個
人
よ
二

百
円
、
Ｉ
グ
ル
ー
プ
＝
三
百
円
▼

申
込
み
・
・
・
参
加
さ
れ
る
人
は
直
接

集
合
場
所
に
お
越
？
だ
さ
い
。（

社
会
教
育
課
）

作
法
と

心
得
教
室

▼
と
き
…
5
月
1
2
日
困
か
ら
6

月
9
日
困
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
、

午
後
1
時
半
？
守
蒔
半
▼
と
こ

ろ
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼

内
容
・
：
お
付
見
目
の
礼
儀
作
法
、

贈
る
心
と
作
法
、
し
き
た
り
▼
費

用
・
・
・
無
料
▼
定
員
・
・
・
5
0
人
▼
講
師

…
岩
上
力
さ
ん
▼
申
込
み
…
宇
治

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
容
⑤
2
3

1
5
）
ま
で
。
（
交
通
労
政
課
）

犬
・
猫
の
引
き
取
り

▼
と
き
…
5
月
1
1
1
1
日
脚
▼
と
こ

ろ
…
木
幡
公
民
分
館
Ｌ
午
前
1
0
時

4
0
分
、
小
倉
公
民
館
＋
午
前
1
0
時

5
0
分
、
旦
椋
公
会
平
小
前
‥
1
1
時

1
0
分
、
宇
治
保
健
所
＝
午
剪
Ｈ
時

2
0
分
。
（
保
健
衛
生
課
）

献
血

▼

5
月
1
0
日
剛
、
午
前
1
0
時
か

ら
正
午
ま
で
、
黄
茎
日
少
年
文
化

研
修
道
場
で
。
午
後
1
時
半
か
ら

3
時
半
ま
で
、
宇
治
黄
槃
病
院
で
。

▼
5
月
2
0
日
閑
、
午
前
1
0
時
か
ら

正
午
ま
で
、
コ
ピ
ア
関
西
工
場
で
。

午
後
1
時
半
か
＊
Ｑ
ｃ
ｏ
時
半
ま
で
、

粟
村
金
属
工
業
Ｋ
Ｋ
で
。

（
保
健
衛
生
課
）

52

一
〇
〇
鰐
当
り
、
し
ょ
う
ゆ
Ｉ
〇

〇
只
昌
り
と
い
う
単
位
に
分
け

そ
れ
ぞ
れ
何
円
に
な
る
か
を
表
示

す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
同

種
商
品
の
価
格
の
比
較
な
ど
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
実
施
対
象
店
舗
〉

セ
ル
フ
ー
サ
ー
ビ
ス
方
式
に
よ

る
店
舗
面
積
三
〇
〇
平
方
μ
以
上

と
、
店
舗
面
積
一
、
五
〇
〇
平
方

μ
以
上
で
小
売
業
夕
菅
む
店
舗
（

た
だ
し
、
テ
ナ
ン
ト
竺
○
○
平

方
μ
未
満
の
店
は
除
か
れ
ま
す
）
。

〈
表
示
事
項
〉

面
前
売
り
（
対
面
方
式
で
の
販

売
）
の
場
合
は
、
商
品
名
、
基
準

量
お
よ
び
訂
量
単
位
、
単
位
価
格
、

ま
た
正
味
量
表
記
商
品
販
売
（
セ

ル
フ
ー
サ
ー
ビ
ス
方
式
の
販
売
）

の
場
合
は
、
さ
ら
に
内
容
量
、
販

売
価
格
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

〈
単
位
価
格
の
算
出
方
法
〉

販
売
価
格
の
内
容
量
で
除
し
た

値
の
有
効
数
字
三
け
た
に
基
準
量

品§名 基準量～計量単位

ジャム 100 グラム

チーズ 100 グラム

ベーコン 100 グラム

ノゝム 100 グラム

ソーセージ 100 グラム

たらこ 10 グラム

食用油 100 グラム

しようゅ 100 ミリリットル

ソース 100 ミリリットル

マヨネーズ 100 グラム

ヶチャップ 100 グラム

食酢 ・100 ミリリットル

化学調味料 10 グラム

砂糖 100 グラム

緑茶 10 グラム

紅茶 10 グラム

インスタントコーヒー10 グラム

インスタント粉末クＩ）ーム類10 グラム

果実飲料 100 ミリリットル

清涼飲料 100 ミリリットル

即席カレー 10 グラム

ドレッシング 100 ミリリットル

バター 100 グラム

マーガリン 100 グラム

みそ 100 グラム

表示方法の一例

○○スーパー

100ｇ当り丙‾言‾＊4段ブ百万言

137300410

か
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。
例
え
ば

三
〇
〇
愕
入
り
の
ビ
ン
詰
ジ
ャ
ム

が
四
百
十
円
の
場
合
、
グ
ラ
ム
当

り
Ｉ
・
三
七
円
で
基
準
量
一
〇
〇

鰐
当
り
百
三
十
七
円
と
な
り
ま
す
。

〈
表
示
方
法
〉

消
費
者
に
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
、
表
示
事
項
を
田
個
別
商
品

に
ラ
ベ
ル
を
は
る
ぼ
商
品
の
陳
列

棚
に
ラ
ベ
ル
ー
カ
ー
ド
を
ほ
り
つ

け
ま
た
は
差
し
込
む
ぼ
各
商
品
の

折
て
に
力
‐
‐
ド
を
つ
り
下
げ
る
㈲

商
品
の
近
ぐ
に
二
種
類
以
上
の
商

品
に
つ
い
て
一
覧
表
を
掲
げ
る
な

ど
の
方
法
で
す
。
（
商
工
観
光
課
）

日用品（2）

品目名 基準量 計量単位

合成洗剤
（粉末） 100 グラム・

（液体） 10 ミリリットル

粉末石けん 100 グラム

トイレットペーパー 10 メートル

ティッシュペーパー 10 枚

ちり紙 10 枚

シャンプー 10 ミリリットル

ヘアー．リンス 10 ミリリットル

練り歯みがき 10 グラム

お
知
ら
せ

宇
治
市
史

の
窓

光化学スモッグ

4月24日から

監視体制に

24-080

0
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子どもに深い理解を

幼児家庭教育学級

宇
治
市
公
民
館
、
木
幡
公
民
館
、

小
倉
公
民
館
の
三
公
民
館
で
は
、

幼
児
家
庭
学
級
を
開
き
ま
ず
。

こ
の
幼
児
家
庭
学
級
で
は
、
三

歳
児
牽
甲
心
と
す
る
幼
児
の
お
ａ

さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
子
戸
も
の

成
長
兄
お
せ
て
ど
の
よ
う
な
家

庭
教
育
か
于
れ
ぱ
よ
い
の
か
、
子

μ
石
の
発
達
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
哉
講
師
か
蛋
じ
凡
み

ん
な
＼
ｙ
≫
ｒ
’
ｔ
＜
＜
ｌ
Ｄ
－
ｒ
Ｈ
3
）
の
で
す
。

▼
日
程
と
会
場
…
5
月
1
7
日

囲
か
ら
、
宇
治
市
・
木
幡
・
小
倉

の
各
公
民
館
で
▼
時
間
・
：
各
公
民

館
と
も
午
前
9
時
半
～
正
午
▼
定

員
・
・
・
各
公
民
館
と
も
3
0
人
で
、
多

数
の
場
合
は
抽
せ
ん
▼
申
込
み
・
：

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
「
幼
児
家
庭
教

幼児家庭教育学級日程表

宇治市公民館

日ｆｉ’ 学習テーマ 。輿帥

5／21’ｉ）
開ｎ人

牛級を進めるにあたって
宇ｊｆ；．）；公尺館ａｎ舛賤和男

5／28ｉａｒ・どｔの成艮とＨｉｔｌ
私立三室1

191ｌｉｔ
伏育園乍ＩＳ（・

6／4ｉｒ・どしの成長ｉ発ｉｔ2 吋Ｉ．

6／ｌｏ困
ｒ・ごもの情操を？7かにするために

京朋文教ｆ・同人学ｍｉ（≪，厦な（

6／Ｉ8（Ｕｒ・どむの成友と人権 市教町ｔＨｌ＞ｔｉ会教育．ｔ以Ｕ

6／25ｉ＊）！どしをｆｉｔ入にあすけること
公尺館保で

－｜，坂，・、
を乙える公文ｒ他

7／ｌ困子どもの病乱について 小氾Ｈ卜服ｓｃ宗／ｉ郎

7／9（ｉｒ・どＩのＩ’ド’．ｉ川和ｉｎ巾・，｀■；浮法ぽ印町叫ａ
’］・野ｉｆｌ（・

7／16（1）ｆどもの食私 ｒｆｊＫずｆ課栄菱Ｉ：

7／23ＩＪ（・ｉｉ＜ｎ成Ｍと筏の成長京都教育人－7－教ｎ≪川修

7／30（4）
≫ｊ’≪ｌをｌｉぐくむ家咆■地域のあ’）かＩ’．立宇治幼ｔｉ｜ｌｓ；

川ｉ£等．鴫ｆｔｉｎ

8／6（Ｓ乍ガのまとめ乱ｆＣつくり宇ぶｒ＊公尺館ｍｉ（

育
学
級
受
講
希
誤
を
書
い
て
5
生
年
月
日
夕
書
い
て
申
込
み
欠

月
1
0
日
必
着
で
希
望
の
公
民
館
へ
お
や
つ
代
に
1
回
5
0
円
か
必
要
。

▼
保
育
…
2
歳
児
以
上
で
、
定
員
（
宇
治
市
公
民
館
・
木
幡
公
民
館

2
0
人
（
宇
治
市
公
民
館
は
1
5
人
）
・
小
倉
公
民
館
）

受
講
申
込
時
に
、
幼
児
名
、
性
別
、

―
－

－
1
1
1
1
1
－
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
1

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

1

1

公民館のお知らせ

Ｉ
Ｉ
ｅ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

○宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ａＲ）2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（き⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小介町寺

内91（ａｇｌ4687）

―
―
1
1
1
1
Ｓ

Ｗ － － － － 皿 ・ －

☆

市
史
を
学
ぶ
会

の
会
員
募
集

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
ト
ト
宇
治

の
歴
史
と
景
観
を
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
。
宇
治
市
史
”
を
テ
キ

ス
ト
に
し
て
、
み
ん
な
で
楽
し
ぐ

学
び
毒
Ｔ
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。▼

活
動
・
・
・
講
義
や
話
合
い
、
現

地
へ
探
訪
、
調
査
な
ど
。
第
1
回

は
5
月
2
2
日
出
午
後
2
時
か
ら
▼

と
こ
ろ
・
：
小
倉
公
民
館
▼
講
師
・
・
・

宇
治
市
歴
史
資
料
室
の
若
原
英
弐

さ
ん
▼
対
象
・
：
市
内
に
在
住
、
在

職
で
2
0
歳
以
上
の
人
▼
定
員
・
・
・
3
0

人
で
、
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
▼

申
込
み
・
：
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
ｍ
話
番
号
、
「
宇

治
市
史
を
学
ぶ
会
入
会
希
誤
を

書
い
て
小
倉
公
民
館
へ
。

☆

中
学
生
を

考
え
る
講
座

中
学
生
の
複
雑
で
微
妙
な
心
や

体
、
行
動
な
ど
の
特
質
を
理
解
し

て
、
望
ま
し
い
す
が
た
や
適
正
な

進
路
を
老
疋
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
と
テ
ー
マ
・
：
左
表
の
と

お
り
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1

時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公

民
館
▼
受
講
料
…
無
料
▼
定
員
・
：

Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
各
4
0
人
で
、
多
数

の
場
合
は
抽
せ
ん
▼
申
込
み
・
・
・
往

復
は
が
き
に
「
中
学
生
を
考
え
る

講
座
受
講
希
望
」
と
Ａ
・
Ｂ
の
コ

日程表

ｊ

木幡公民館

ＩＩｆＶ ■Ｉ－ｒ．テーマ Ｊ師

5／20困
ＩＳＩＪｌ八

■ｉ－ｉｉを進めるにあた－，て
宇治＼Ｈも幡公尺館叙ｉｉ竹巾宏

5／2ｍ
子ｆｔの・6の？Ｓ達

京都教育人幸

教授ｉｌｌ本な1こ6／1Ｉ心

6／ｌｏｗｆｉｌ心性を育てる1丁釣笑伴Ｊ協会公Ｉ人野穴夕、男

6／＼拐ｌｉ集の発達
心配教育人学助教妊ＸｆｆＵＫ

6／2掴也びと梓川づくり
ｉｔｌ，・Ｕ

叫ｌ

へ鴨似育叫促ｉ・Ｉ．久ｒ

7／ｌ（≪＞Ｊ｝’！1とｔｉｌｔ＊京札教育人－ｒ－助敦授■£島巾ｓ

7／8俐幼’ｌＬ’－ｎしつけｉい丿、傭保育所所ｌとＩ＊卜Ｆｆｒ・

7／15閑ｆどむの病公と鯉康以部丈教粕ｌｔｌ丿人幸教授ｉｔｌｉｉ＆－・

7／22困ｒ・どもの栄菱と偏食 ｌｌ．教ｆ小ｔｉｌ公ＩＩ寛ｆ・

7／29（＊’／■■ｔｉｎまとめ閉，．≫Ａ
4、幡公民館ｄＵ

司

＼

コ

へ丹

ａ

）

ｊ

－ｔ

5

7

’Ｉヽ倉公民貪官

日（Ｖ ’ｉ－－ｎテーマ 講帥

5／＼ｍ
ｌ≫ｌ謡式
’／■－哉を進めるｒ．あｔ：，．て

乍治，ｂ・・」ヽひ公ｌＣＫ

館ｌｉ人西義赳

5／19團幼児の心身の兌達京川ｉ敦：
・■’．石，ｔ卜巾人’・「

呵ｉｆ峯ｎ

5／26（＊ｌ幼児のことばの兄達 同Ｉ－．

6／4吻Ｊ‘どらの健康管理．についてｌｌ．保腱（摩ｊ’ｌ－．．Ｔ保鮎岫

6／ｌｌｉｉ）偏食をなくするｒ．人
．ｌｉｆｔ育ｔ□公・」ヽ川寛ｊ｀

6／18（11
Ｉ’ｆｒ－：て

人伺ごしたいこと

人阪ｆｉ楽人乍助教ｔ・：人ｌｉｉ哲ｒｌ

6／25吻ｒ・どもをあすけること 公民ｔｉｉ保は五
’Ｉ；ｔｓ゛

7／ｌ俐幼児の椚恪形咬 ｉパリ、幡小学校教皿ｔｆＩ・．・Ｉ－：ＨＩ

7／8困ｊ‘・どもの遊び占ヽ■－；（丿勢川幼楕1刺141長近ａ－ａ一ｒ・

7／15團幼児をはぐくむ家咆のあ’）な
，’ｊ少年健令斤成｜必議会公几ｆ．が；ｆｔ瑞

7／23（＊）ｒどむを町てｉｌｌ 竃澪中

7／29囚■ｒｔｉのまとめ小介公尺館ｌｌ日

小
倉
町
蓮
池

川
勝
達
也
ち
ゃ
ん

いちごが大好き、お兄ちゃんの

分もたべてしまいます。おとなし

い達也ちゃんも家ではわんぱく？

この欄に掲載するお子さん（5Ｂ

年5月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

陶
へ
ら
（
希
望
の
人
に
は
あ
っ
せ

ん
）
、
前
掛
け
、
タ
オ
ル
、
ぞ
之
兄

▼
定
員
…
3
0
人
で
、
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
▼
申
込
み
…
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
「
陶
芸
教
室
受
講
希
望
」

を
書
い
て
5
月
1
0
日
必
首
で
木
幡

公
民
館
へ
。

☆

郷
土
史
講
座

「
千
年
の
宇
治
」
と
言
わ
れ
る

私
た
ち
の
郷
土
を
、
宇
治
川
や
文

化
財
を
と
お
し
て
学
習
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
現
地
見
学
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

▼
日
程
と
テ
ー
マ
…
左
表
▼
と

こ
ろ
・
：
宇
治
市
公
民
館
2
階
第
1

会
議
室
ほ
か
▼
定
員
・
・
・
先
着
順
で

3
0
人
▼
申
込
み
・
・
・
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
、
「
郷
土
史
講
座
希
望
」

を
書
い
て
、
宇
治
市
公
民
館
へ
。

日叶 －アーマ
講師

5月25口（勾午筏ｌ時牛～3時｀參宇乱川を中心とした歴史巾乍乱巾歴史資料室ｉ，丿＊；芙人

6川1ＩＩ（勾乍筏ｉ時ｔ～3時ず－
宇冶川を中心としｒ－＞．ｆ．史口映

｜由ド宇治のみｊ 同Ｌ

6月8日火午筏ｌ時ｔ－～5時字冶川を中心とした櫨史川～現地■Ｔｆｉ～同Ｉ．

6）ｉ15Ｈ（火Ｔｉｔｉ時ｔ～3吋乍
・ｒ乱の丈ｆｔ叶ｌｌｉ－1’．Ｉ．り遺跡について～

宇乱ｒｔ；・丈化叶調たＭａ本友

6月22Ｕ（刈乍後Ｋ時ｆ～ｓ時宇乱の文化Ｍ口～現地7＊が～同Ｉ．

市
民
図
書
室
で
は
、
五
月
一
日
か
ら

十
四
日
ま
で
の
「
こ
μ
石
読
脚
週
間
」

を
記
念
し
て
、
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

「
子
置
石
は
、
絵
本
の
世
界
の
中
で
、

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ぐ
体
験
し
て

い
く
も
の
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
松
野

正
子
さ
ん
を
お
招
さ
し
て
、
お
話
ｍ

き
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

▽
と
き
…
5
月
1
0
日
側
午
前
1
0
時
か

ら
正
午

▽
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市
公
民
館
3
階
ｔ
ハ
会

議
室
（
市
民
会
館
内
）

▽
演
題
・
：
子
置
石
と
絵
本

▽
講
師
…
坦
ｍ
文
学
作
家
の
松
野
正

子
さ
ん

移
動
図
書
館

5
月
分

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

21日

吻

20日

休）

19日

團

18日

（火）

13日

休）

12日

困

11日

（火）

7日

吻

6日

休）
日

南／μ
倉

北／μ倉木

幡

岡

屋

果

山

広岡

谷
御蔵
山

六地

蔵

黄

業

南

山

明星

町
志津
川

福

角
南陵
町

神

明
奥広
野

広

野
伊勢
田

地

区

14●●

00Ｓ

15●●

20

10●●

00Ｓ

11●●

40

14・●

50Ｓ

16●●

10

13●・

30Ｓ

14●●

20

14●●

30Ｓ

15●●

50

13●●

30Ｓ

14●●

10

14●●

40Ｓ

16●・

20

13●●

30Ｓ

14●●

20

15●●

10Ｓ

16●●

00

14●●

00Ｓ

14●●

50

14・●

30Ｓ

15●●

30

13●●

30Ｓ

14●●

00

10●●

00Ｓ

11●●

00

14●●

00Ｓ

15●●

40

15●●

10Ｓ

16●●

10

14●●

00Ｓ

14●●

50

10●●

00Ｓ

11●●

20

14●●

00Ｓ

16●●

00

時

間

Ｗ

繊

北小栗

箆

木

幡公

民

館

前

留

／Ｊヽ箆

梅ｊｊｊ

ノくコ

漠

明星

保

育

園上

ノレ

御

蔵山

小

学校

六

地蔵

公

会

堂前

万

福

寺

駐車

場

南山

口ｌ

タリ

Ｉ

明星

集

会

所

前

竹

久商

店

横広

場

Ｅ

Ｗｌｊ

一一丁

目

公

園前

笑
話
笠
園

恩
斐
口

交

保’ｋ

校

霖

田詮

駐

車

時

間

〈
読
書
ク
ラ
ブ
協
の
学
習
会
〉

5
月
1
2
日
團
が
「
急
流
の
い
と
な
み
」
、
5
月
2
6
日
團

が
「
川
上
の
村
々
」
。
く
わ
し
く
は
、
市
民
図
書
室
へ
。

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉

5
月
は
毎
週
月
曜
日
と
5
日
脚
で
す
。

市
民
図
書
室
（
豊
⑩
4
0
4
9
）

53

Ｉ
ス
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
子
ど
も
の
在
籍
中
学

校
と
学
年
を
書
い
て
、
5
月
7
日

ま
で
に
小
倉
公
民
館
へ
。

☆

園
芸
教
室

菊
づ
く
り

秋
の
間
花
に
む
け
て
、
異
な
っ

とき
一 丁 － ・ ｊ 輿師

ＡコースＢコー又 Ａコー乙 Ｂコー尺

5／22出5／26團
〈開講式〉

中学生の心ｍｉ持質ｉ

発達のゆかみについて

ｖ都ｒｉｉｔ人ｍｉ

一谷彊

京郎家ｍｉ！：．

刊叫調た官

5／29出6／2團
中学生の身体的特買と

発達のゆがみについて

φ、部之教匂

人教ｔ：

平井新司

ｖ、部哨教育瓦八余桁・り

ｉｊｌ・木谷Ｑ

6／12出6／9團
学咬での学業と

家庭教育のかかおり

について

京冊町総ｉｔ教育センタ

ー一研究ｉ．ｔ．

毛呂幸生

宇心小教町ｔｌｉ余指導

士．ｔ．

別ｍ太郎

6／19出6／16團
「宇治こころの電氏から

友人や親子関係、家庭と

地域のあり方について

宇．ｆ：，ｈ：，少

年村政やが門桁導川

増井繁一

同左

6／20出6／23困
子どもに期ｉｌしたい

将来ほと進路について 未定 未定

た
趣
の
あ
る
菊
づ
く
り
の
園
芸
教

室
を
開
き
ま
す
。

▼
と
き
・
：
5
月
1
8
日
㈹
、
6
月

1
5
日
脚
、
2
9
日
㈹
の
い
ず
れ
も
午

後
1
時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木

幡
公
民
館
▼
講
師
…
全
日
本
菊
花

連
盟
指
導
員
の
斉
藤
治
さ
ん
▼
対

象
・
：
市
民
▼
定
員
…
先
着
5
0
人
▼

申
込
み
・
：
木
幡
公
民
館
へ
電
話
か
、

来
館
し
て
。

☆

初
心
者
の

陶
芸
教
室

楽
し
み
な
が
穴
陶
器
を
創
作

し
て
み
ま
せ
ん
句
初
心
者
を
対

象
に
陶
芸
教
室
を
開
き
ま
す
。

▼
と
き
…
5
月
1
5
日
出
1
7
月

2
4
日
出
の
筑
適
土
曜
日
、
午
後
2

時
～
4
時
。
合
計
1
0
回
▼
と
こ
ろ

…
木
幡
公
民
館
▼
内
容
…
湯
の
み

や
花
器
、
灰
皿
の
作
陶
▼
指
導
・
：

陶
芸
家
の
唐
橋
保
雅
さ
ん
▼
対
象

・
：
市
内
に
在
住
で
初
心
者
の
人
▼

費
用
・
・
・
教
材
費
千
円
▼
道
具
・
：
作

治
に
新
茶
の
か
お
1
旅
ぷ
つ
時

期
で
す
。
あ
な
た
も
一
度
、
茶
摘

み
を
体
砂
瓦
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
ラ
か
。

市
ｖ
＾
’

。
市
民
の
み
な
Ｖ
Ｊ
＾
に

う
と
「
市
民
茶
つ
み
の
集
い
」
を

催
し
未
了
。
当
日
は
、
茶
摘
み
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
あ
と
、
新

茶
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
康
ｙ
。

参
加
さ
れ
る
人
は
直
鴎
島

お
越
に
て
だ
さ
い
0
な
お
、
駐
車

場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
動
車
で

の
お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
：
5
月
9
日
㈲
午
前
9

時
半
か
ら
正
午
ま
で

▽
と
こ
ろ
…
宇
治
山
田
に
あ
る
松

林
豊
彦
さ
ん
所
有
の
茶
園

（
農
林
茶
業
課
）

全
国
の
知
人
に
送
り
ま
せ
ん
か

新
茶
の
た
よ
り
を

春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
て
、
全

国
に
む
け
宇
治
の
新
茶
を
送
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

宇
治
茶
商
工
業
協
同
組
合
で
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
宇
治
の
新

茶
を
手
ご
ろ
な
価
格
で
全
国
の
親

せ
き
や
友
人
な
ど
お
知
り
合
い
の

人
に
送
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
八

十
八
夜
に
あ
た
る
五
月
二
日
か
ら

市
内
二
十
九
店
で
新
商
品
を
発
売

し
ま
す
。

こ
の
商
品
は
「
宇
治
の
里
か
ら

新
茶
の
た
よ
り
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
新
茶
七
十
乍
を
入
れ
た
特

製
封
筒
に
切
手
を
は
っ
て
い
ま
す
。

価
格
は
千
円
。
も
ち
ろ
ん
、
普
通

郵
便
で
す
か
ら
、
中
に
手
紙
を
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
重
宝
な
も
の

で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
お
た
よ
り

を
出
さ
れ
る
と
き
は
、
こ
の
商
品

を
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。

へ
へ
喪
休
茶
業
顕
）

市民茶つみの集い

子ども読書週間

5
月

9
日

記念講演会
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゛瓢附惘昧りｉ｜凩朱琵川．5ｎ＃～158．5）
相談ごあんない

身近な悩みにお谷えします

乳児相談…6～11ヵ月児の栄養・
保育・発達などの相談に応じま

す。毎；ｉ市内各所で9時半～1ト
時に実施。日程・会場は相談カ
レンｒーに掲戟。

幼児相談・■■1～3歳’）ｌのことば・
しつけ・発達などの相談に応じ

ます。毎月1回、13時半－14時
半まで保健医療センターで実施。

日程は相談カレンダーに掲岐。
血圧相談…Ｉｆｌｌ圧測定のほか、食乍
についての相談に応じます。毎

月巾内各所で9時牛～11時に実
施。日代・会場は柑談カレンダ

一に掲技。

－

－

～

－

－

－

一

一

2⑥
3Ｒ 憲法記念日

4（火）
●心配ごと相談（社会福祉

協議会13時～15時）

5Ｒ こどもの日

6困
●法律相談（市民会館13時半～！5時半）

人権相談（ｉｔｉ民会館10時
～15時）

7（効
血圧相談（小介公民館9

時半～ｌｌＨ．’ｆ）

8倒
●結婚相談（川来集会所13

時～15時）

9⑨

10（／！）
乳児相談（保健医療セン

ター9時半～11時）

ＩＫ火）

●心配ごと相談（社会福祉協議登卜防～ｌＲ廿－い

●年金相談（社会福祉協議
会10時～12時）家庭児童相談（小倉公民

館10時～15時）

交通事故巡回相談所

とき5月12日（水）・26日（水）

午前9時～午後4時ところ宇治市宇治若森

京都府宇治地方振興局
内容●交通事故の法律問題

●示談のしかた●賠償
額の算定●訴訟、調定

のしかた●自賠責保険
等の利用、請求のしか
た他。

お問い合わせ宇治地方振興局ａ冊2970

－

－

－

－

－

12俐
移動消費生活相談（砂田

集会所ｌＯ時～15時）

13困
●法律相談（市民会館13時

半～15時半）

14（ｉ）
血圧相談（木幡公民館9

時半～11時）

15出
●結婚相談（川東集会所13

時～15時）

16⑧ しこ

もえないゴミ収集日程表

市役所清掃課　ＴＥＬ22　3141番

六地蔵（全域）木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦．

5／319中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木幡ぴ鴛小路）五ケ庄（雲雀島，谷前、西田、古川、北ノ庄、壇ノ

東．寺界道、野添、大林、梅林、西浦、新開、420平野、折坂、福角、－・二・三番割、国鉄以

西の芝ノ東）気道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、戸／内、京大宿舎）・

茫道（平町を除く全域）521明星町（全域）

志津川（全域）宇治（山本、乙方、東内、又振．山田）

宇冶（里尻、／ｊ寸妥、宇文字、壱番．妙楽、蓮華、塔川、善法、東山、下居．琵琶、野神、弐番、

622池森、米坂、矢落、若森、囚鉄以南の天神）白川（全域）

小倉町（夷畑）南陵町（全域）

羽拍子町（圓ｉｉ！筋を除く全域）

724神明（全域）宇治蛇塚，大谷、野神一部）

琵琶台（全域）広野町（小根尾一部）

開町（国道筋を除く全域）825広野ｉＳＪ（小机Ｍ、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）．

西大久保府営住宅（1～20棟）

広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除
く西裏・茶屋裏）

1026大久保町（北ノ山．山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、久保）

西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ屁、新巾

ノ荒、ウトロ、南山）ｎ27開町（国道筋）

広野町（成田、新成田、国ｉｌｌ筋の西襄・茶屋衷、派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノ［］一ａｓ）

宇洽（半白）小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）1228

羽拍子町（国道筋）伊勢田町（北山、大谷、若林√井尻、中山、毛15）

小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

道筋以南の西浦）1329伊勢山町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀ｉｔｕから南京信前

1431までの市ｍ筋以北の西浦）伊勢田町（南遊田）

椙ａ町（全域）

176／1小倉町（近鉄以東の新田島）字洽（戸ノ内、蔭山．国鉄以北の御廟・天神）

木幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園．陣ノ

186／2内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山畑、国鉄以東の正中・東中）

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

5
月
分

相
談
力
レ
ン
ダ
ー

言
□
こ
の
ほ
か
、
市
政
相
談
・
一
般
生
活
相
談
は
市
役

所
市
民
相
談
室
で
、
消
費
苦
情
相
談
は
商
工
観
光

課
で
、
教
育
相
談
は
教
育
委
員
会
で
、
日
曜
日
を

除
く
毎
Ｈ
受
付
家
庭
児
童
相
談
は
月
Ｉ
金
曜
日

の
1
0
時
～
1
6
時
に
宇
治
福
祉
園
内
の
家
庭
児
童
相

談
室
（
⑩
8
6
9
8
）
で
、
ま
た
。
高
齢
者
職
業

相
談
は
毎
週
火
‘
木
曜
日
の
1
0
時
1
1
6
時
宇
治
橋

通
り
分
庁
舎
内
で
職
業
紹
介
（
無
料
）
を
行
い
ま
す
。

17（月）
乳児相談（木幡公民館9時半～Ｈ時）

18肉
●心配ごと相談ぐ社会ｆｅｉ祉協議会］3時～15時）

青少年相談（市民会館13時～16時）

ｔ9困
精神薄弱者相談（市民会館13時～16時）

20困

●法律相談（市民会館13時半～15時半）

●高齢者無料職業相談（社会福祉協議会10時～15時）行政相談（市役所市民相談室ｌＯ時－16時）

幼児相談（保健医療センター13時半～14時半）

2廊
血圧相談（広野公民分館9時半～11時）

22出
●結婚相談（）ｌｌ束集会所13時～15時）

23⑥

24囲

25（火）
●心配ごと相談（社会福祉は鑓さｉ．’＾Ｂ．を～1ｆ．ｆｆ）

家庭児童相談（小介公民館1Ｏ時～15時）社会福祉協議会の相談（●印）

1人で悩まず、お気軽にご相談

を（社会福祉協議会＝宇治叫通
り市役所分庁舎内・ａｃ5650）

●心配ごと相談（民生児童ｍｉ）

よろず相談全般。
●法律相談（介・護．Ｉ：）

法律問題全般。
●結婚相談（専任相談貝）

登録・紹介。
●高齢者無料職業相談（京都府社
協・相談所只）

高齢者の求人・求職など。
●年金相談（社会保険労務士）

年金全般。

26困
消費生活相談（市役所商

工観光課10時～15時）

27莉
●法律相談丿市民会館13時半～15時半）

移動市民相談（中の田集会所13時半～16時）

28溺

29出

30⑥
31（ｆｉ）

6月＼吠
●心配ごと相談（社会福祉

協議会13時～15時）Ｊフ

し尿収集

日程表

城南衛生管理組合

八幡市八幡沢ＴＥＬ075－631－5171～3

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山地域

124大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
626寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有地

727西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部
828福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島

1029車田一部、平町、一里塚、戸ノ内（ａｍ飛地）

1131車田、丸山、出口（国鉄以酉）、森本（国鉄以西．）、谷下り（国鉄以西）
126／1福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割、二番割、三番割一部

130／2西ｆｆ｜｝（国鉄以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
14芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）
15南山（Ｂ）、金草原
17南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）．中村（国鉄以東）．東中（国Ｓｋ以東）、北畠一部

18北畠、桧尾、平足、須留
19花揃、赤塚、陣之内（匡鉄以東）、ｆｉｐ園、御蔵山、畑山田、北御園、正中（国鉄以東）、町並一部

20北ｍｍ山（平尾）、中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山全域

正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、徳永、柿之木町21―丁目、札ノ辻町、紺屋町

22内畑、西中、中村（国鉄以西）．大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、熊小路、南端（国鉄以西）

白川・志津川・菟道・宇 台・神明・広野町・開町・大久保町地域

136／2田原、井ノ尻、日椋、平盛、南ノロ

北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー部、西裏、寺山（吋鉄以西）、14寺山（翠光園団地）

寺山、’大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市ｍ以東）、中島、15石塚（心華寺通り以西）

17東裏．一往！山、桐生谷、Ｉｌｌ町、石塚（心華寺通り以東）、宮北一部

18小根尾、大開一部、尖山一部、官東宮西．官北

野神、大谷、弐番府ｍ以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）19壱番一部（牢治橋通り以北．宇治警察西側通り以西）

20下居、片法、壱番、妙楽、宇文字、叩尻（国鉄以南）、塔川

2蓮華ヽ乙方ヽ東内ヽ又振ヽ山田ヽ紅斎ヽ白川ヽ金井戸ヽ山本ヽ荒棋ヽ田中ヽ大垣内ヽ妙見1，志津川

森本（国鉄以東）、段ノ上、藪里、東西隼上り、東中、西中．河原、門前、只川、中筋．22池山谷下り（国鉄以東），出口（［司鉄以東）

収集もれの場合、連絡を

収集もれの時は必ずマＶホール

（収集口）ヵヽら確認の上、翌日（ａ

曜・祝日は次の日）中に城南衛生

管理組合へ連絡してください。た

だし、物ヵ慨いてあったり、収集口

まで行けない場合「し尿収集のお

知らせ」を入れますので、これが

入っが剥ま次回収集日まで収集で

きませんのでご了承ください。

し尿収集の届出を

家族や同居人に増減があったり

転出。転居、浄化槽設置等でし尿収

集関係に異動があったときは、市

役所清掃課へ届出てください。

（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横島町ゝ宇治・羽拍子町地域

124南浦西油一部神楽田―部（折鉄以丙）

425山際、半白、ａ場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫．郡石梧ぐ大川原線以東）

626老ノ太久俣丙ｉｉぼ国滋以吏丿蓮池

2東山ヽ天王ヽ寺内‾部ヽ蔭山ヽ吹前ヽ中川原（大川原線以東）ヽ77十一ｒ大川原琉以東，ＨＥ首以東）十六ぐ国ｍ以東）十八ぐ風道以東）

828寺内、西浦
1029南畑池（本通以北）、南ｍ池（本通以南）

1131ｍ偏池（大和田中）偏池

2南遊田ヽｊ16／1巾ノ＼ａ、名木淳函安田町令域

136／2鶏（営営ふ諧鴻魚怨丿Ｂ≪ｓヽ一碑ヽａｍｉ．

14巾山（近鉄以西）石垣若林
15羽拍子町

17蛇塚、弐番（府道以北）池森、米阪

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地．中央台．西山（国道以西）、18神楽田（山中含む）

19戸ノ内、矢政（固鉄以北）、若森（固鉄以北）．里尻（国鉄以北）、小桜
20東目川、西目川、南ｍ．合（0～3の通りまで）

21ｍ落合（4の通り以降～13の通りまで）
22南浦（100～11084～Ｓ30～33），大京団地、山際一部
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